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フライアッシュを有効活用したフライアッシュを有効活用したフライアッシュを有効活用したフライアッシュを有効活用した土質系遮水材を開発土質系遮水材を開発土質系遮水材を開発土質系遮水材を開発しましたしましたしましたしました    

 

 

東洋建設株式会社（代表取締役社長 武澤恭司）は、石炭火力発電所から排出される石

炭灰（フライアッシュ）を有効活用した遮水材として「ＨＣＢ－Ｆ （ハイブリッドクレイ

バリア・フライアッシュ(Hybrid Clay Barrier - Fly ash））」を開発いたしました。 

 

我が国のエネルギー戦略見直しの中で、石炭火力発電所による発電量が急激に増

えています。その一方で、石炭火力発電所の稼動に伴って発生する石炭灰等の廃棄

物の排出量も増加しており、これらを処分するための廃棄物海面処分場の需要が高

まっています。 

廃棄物を処分するための管理型処分場を築造するには、底面や端部に多量の遮水

材を必要としていましたが、当社が開発した土質系遮水材ＨＣＢ－Ｆは、処分する

石炭灰を再利用するという新しい発想で生まれた遮水材です。また本遮水材は、繊

維材を混合することで

*

靱性機能を付加し、地盤形状の変形に対して追随し遮水性能

を確保します。 

今後当社は今回開発したＨＣＢ－Ｆを活用し、廃棄物海面処分場の整備に貢献してまい

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 材料に石炭灰（フライアッシュ）を使用するため、石

炭灰の再利用が出来ます。 

� ベントナイトを添加して透水係数を小さくすることに

より、処分場における遮水材の底面厚が薄く（必要層

厚 50cm）出来ます。→処分容量を阻害しません。 

� スラリー状で施工出来るので、目地や狭隘な部分での

作業が容易です。 

� 汎用の機器を組み合わせてプラントとすることで、施

工費の低減が出来ます。 

� 繊維材を混合することで靱性が強くなり、遮水部分の

変形にも追随出来ます。 

� セメントを加えることにより、石炭灰に含まれる重金

属を溶出させません。 

 

ＨＣＢ－Ｆの特徴 

 

写真－１ ＨＣＢ－Ｆ 

 

*

靭性機能：粘り強さ。材料が外力によって破壊されにくい性質のこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 
東洋建設株式会社 

経営管理本部経営企画部広報課 北村 健 

電話 03-6361-5461 

技術に関するお問い合わせ先 

土木事業本部技術営業部 横山 浩司 

電話 03-6361-5462 

 

写真－２ プラント全景 

 

表－１ 基本配合表 

底面底面底面底面遮水遮水遮水遮水部部部部 

遮水シート端部遮水シート端部遮水シート端部遮水シート端部 

鉛直遮水部鉛直遮水部鉛直遮水部鉛直遮水部 

透水層 

不透水層 

ケーソン式護岸 
矢板式護岸 

地盤改良 

遮水シート 

鋼管矢板 

 

図－１ 廃棄物海面処分場での適用範囲 

 

図－２ 一軸圧縮試験、三軸透水試験結果 

 

写真－３ 混練り状況 

継手部 

 

海水 セメント フライアッシュ ベントナイト 繊維材

W C FA B ｖ

775 564.3 72.8 699.2 174.8 5.4

単位量（kg/m

3

）

W/C

（％）


